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キャリア講座風景

　本校は、昨年度に引き続き「高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクー
ル※）」の実施校に採択されました。（本年度は補助金500万円）。
　昨年度は各種センサーや高性能パソコン、3Dプリンターを導入。今年
度は教育用ドローンやレーザーカッターをすでに整備し、さらにUVプリ
ンターの購入も検討しています。 これらの機材を生徒が自由に使えるよう
にすることで、「デジタルを活用したものづくり」（デジタルファブリケー
ション）を実現できるようになりました。まずはキーホルダーなどの簡単
なものから始め、将来的には理数探究で使う実験装置も自らの手で作成
できるようになることを目指しています。
　現在取り組んでいる研究例の一つに、プロジェクションマッピングを完
成させるプロジェクトがあります。3Dプリンターでお城の模型を造形し、
高性能パソコンで作成した映像を重ね合わせることでプロジェクション
マッピングの実現を目指しています。

　本校では2年生を対象にした「キャリア講座」を開講しています。本講
座は、「志」ある人物の育成のため、全員受講の「基礎」と希望者による「実践」
の2部構成となっています。今年の「実践」は50 名以上の生徒が5 回に
わたって自分と社会の関わりについて考えながら「志」を立ててゆくもので
す。5 ～ 6 名の班に分かれ、企業・研究機構の有志の方々のファシリテー
トにより、討論を重ねながら、まとめ上げていきます。
　その成果は、3学期の終業式において生徒の前で
発表し、その後、ファシリテーターからの講評と振り
返りの会を開きます。大変好評な証拠として、社会
人になってからファシリテーターとして参加してくれる
卒業生も多く、「キャリア形成」につながっている実
感を得ています。
※本講座の理論と実践をまとめた本『未来を生き抜く
力を育むキャリア教育』（学事出版）を出版しています。

　本校では、台湾の新北市立海山高級中学校やベトナム・ハノイの日本国
際学校と交流協定を締結し、生徒の相互訪問を実施しています。また中学
3年生では、イギリスのAnglo European Schoolやオーストラリアのアデレー
ドでの現地校訪問の機会があり、高校ではイギリスのボーンマスでの短期
語学研修、ニュージーランドで3か月間過ごすターム留学、留学中の取得
単位を卒業単位と認める単位認定留学などが用意されています。高校2年
生では、教養総合という授業の中で、フィールドワークとして、カナダで
のオーロラ観測、ボルネオ島でのジャングル探索、クメール遺跡群文化探
訪といった研究旅行が実施されています。最近では自発的に世界を目指す
生徒も増え、今年は「トビタテ！留学 JAPAN」に5名の生徒が採用されま
した。訪問国はアメリカ、フィリピン、ドイツ、UAE、イギリスとバラエティ
に富み、いずれも鋭い問題意識をもって現地社会に切り込んでいきます。
こうして背景の異なる歴史、文化に触れ、生活習慣の違いを理解すること
で、国際的視野を備えた生徒が育つことを目指しています。

　今年度、本校は「高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール※）」
の実施校に採択されました。これにより、時代の要請に応じた ICTを活
用した学びを一層強化することができます。
　本校は、この支援を活用し、高性能な ICT機器の導入など教育環境の
充実を目指します。プログラミング、データサイエンス、AI活用といった
デジタルリテラシー習得を前進させることはもちろん、文理の枠を超えた
文理横断的な学びや、自ら課題を設定し解決に導く探究的な学びの可能
性が大きく広がります。
　探究的な学びを通じて、単なる知識の習得に留めず、幅広い知的素養
をもとに、課題解決に向けて行動できる人材の育成につながると考えて
います。卒業生が将来、多様な分野で、変化する社会に貢献できる人材
として活躍してくれることを期待しています。
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「トビタテ！留学JAPAN」に採用された生徒たち
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※DXハイスクールとは、文部科学省が推進する、未来のデジタル社会を支えるプロジェクトで、情報や数学などの教育を強化し、
　大学等との連携を通じ、ICTを活用した探究的・実践的な学びを実現するための環境整備を支援するものです。

　「知の回廊」は、2001年にスタートし今年で25年を迎えます。約25分
の構成で、教員の研究成果や本学の教育活動をわかりやすく紹介し、この
番組を通じて生まれた知識が視聴者や地域社会に知恵となって還元するこ
とを目的としています。放送は、多摩地域を中心に600万世帯以上が加入
する J:COMグループのケーブルテレビで行っており、さらに広く一般の皆
さまにもご覧いただけるよう本学公式 YouTubeでも公開しています。
　番組では、教員の研究内容を軸に、そのもとで学ぶ学生の挑戦や、連
携する企業・自治体の取り組みを紹介し、産学官の協働による知の広がり
を伝えています。年間6本の新作を公開し、多様なテーマを通じて学びの
最前線を発信し、時代に即した多角的な知見を提供しています。

大学と社会・卒業生・地域をつなぐ “知の架け橋”として制作している広報室がおススメするコンテンツをご紹介します。

学びの最前線へ。中大の知がここに。

知の回廊
　ChuoOnlineは、本学が読売新聞と提携して運営する公式広報メディア
です。教育・研究の成果や社会連携、教員の多彩な取り組みを紹介し、
母校の現在と未来を国内外に力強く発信しています。
　記事では、学問を支える情熱や社会的意義が語られ、中央大学が世界
に誇る知の営みを感じ取っていただけます。英語版の展開により、研究成
果や教育理念は国境を越えて広く共有され、国際社会における本学の存
在感を高めています。
　卒業生・寄付者の皆さまにとっては、ご支援の成果を確かめ、母校との
絆を深める重要な窓口となっています。寄付は教育環境の整備、施設の
充実、奨学金制度、さらには国際化の推進へと幅広く活用され、学生の
成長と大学の発展を支えています。近年のコンテンツには、文学部教授に
よる皇位継承史の考察や、国際会議での研究成果報告など、
学術性と時事性を兼ね備えた発信が含まれています。
ChuoOnlineを通じ、母校の挑戦を見守り、未来を築く力
となっていただければ幸いです。

ChuoOnline

　「中央大学 × 大手町アカデミア」は、本学と読売新聞社グループの一般
社団法人「読売調査研究機構」が共催し、読売新聞社が後援するオンラ
イン無料講座です。2022年9月に開講し、1年間に3回、ライブ配信形式
で開催しています。
　講座では、本学の教員や卒業生が講師を務め、幅広い分野から多彩な
テーマを取り上げています。長い歴史の中で本学が培ってきた「価値ある知」
を広く社会に発信し、研究・教育活動の成果や優れた研究者・関係者の取
り組みを一般の方々にわかりやすくお伝えすることで、「社会への知の還元」
を目指しています。平日の夜の時間帯での開催で、毎回およそ400名の方々
からお申し込みをいただき、ビジネスパーソンをはじめ、
幅広い年代の方々にご参加いただいています。講座内では、
受講者からの質問に講師が答えるコーナーを設けるなど、
ライブ配信ならではの内容が特徴です。また、ライブ配信
後には講演の録画や講演要旨を一般公開し、より多くの方々
にご覧いただいています。

中央大学×
　大手町アカデミア

　「実は私、中大出身で」は、2025年度よりスタートした新連載企画です。
本学が掲げるユニバーシティメッセージである「行動する知性。」をさまざ
まな分野で体現し、社会に力強いインパクトを与えて第一線で活躍している
本学出身者へスポットを当て、在学生、卒業生、そして社会全体に広くそ
の声や思いを届けています。本学出身者は、高い専門性と倫理観をもって
行動し、信頼と実績を築いてきました。しかしながら、その輝かしい活躍の
素地として、本学で学んでいたという事実は、必ずしも広く知られていると
は言えません。そんな本学出身者を「実は私、中大出身で」として紹介し
ています。広報媒体としては、広報誌「HAKUMON Chuo」や公式ホームペー
ジへのインタビュー記事掲載、および本学公式 YouTubeへ
のインタビュー動画配信でお届けしています。なお、インタ
ビュー取材は学生記者が行い、インタビュー映像は放送研
究会の学生が撮影するという教職学協働による取り組みでも
あり、先輩が後輩に語るということで、他のインタビュー取
材とは一味違う内容となっています。  

実は私、中大出身で

第166回「自然界からの宝探し」
第165回「通信教育とこれからの学びのかたち」
第164回「グローバル異文化間交流―教育イノベーション推進事業」
第163回「統計はタイムカプセル」
第162回「センサリーナッジ～感覚マーケティングで社会課題に挑む～」
第161回「労働力不足を克服するための研究―労働市場の未来推計2035」

近年の放送テーマ

第166回「自然界からの宝探し」 第165回「通信教育と
これからの学びのかたち」

第164回「グローバル異文化間交流」 第163回「統計はタイムカプセル」

統計的因果推論と欠測データ解析
高橋　将宜（たかはし　まさよし）／
中央大学経済学部准教授
専門分野　統計科学、経済統計、
計量政治学

英米系哲学の源流をさぐる
青木　滋之（あおき　しげゆき）／
中央大学文学部教授
専門分野　英米系哲学、科学史・科学哲学

研究 研究

ChuoOnline知の回廊

実は私、
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中央大学×
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第9回 経済学で学ぶ課題解決へのヒント～
暮らしやすい地域のしくみづくり

第7回 買いたい気持ちを科学する～
認知心理学からのアプローチ

第10回 激変する世界と監査の
将来～不正と対峙する公認会計士

第8回 文化人類学の視点で法を読む～
「法人類学」の歩みと展望

「実は私、中大出身で」Vol.1　
大和ハウス工業株式会社　
芳井敬一代表取締役会長/CEO


